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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次電池と、
　複数の電気機器と着脱自在に接続する接続器と、
　前記電気機器を識別する機器識別情報と、前記電気機器の状態を示す状態情報の項目と
を含み、前記複数の電気機器毎に異なるプロファイル情報を前記複数の電気機器毎に記憶
する記憶器と、
　前記接続器に接続された前記電気機器の機器識別情報及び前記状態情報の項目値を前記
電気機器から受信する第１の通信器と、
　前記接続器に接続された前記電気機器の機器識別情報を用いて前記記憶器に記憶されて
いる前記複数のプロファイル情報のうち、前記接続器に接続された前記電気機器に対応す
る前記プロファイル情報を特定する特定器と、
　前記特定器によって特定された前記プロファイル情報及び前記接続器に接続された前記
電気機器の状態情報の項目値を外部の情報機器に送信する第２の通信器と、
　を備える蓄電池パック。
【請求項２】
　前記外部の情報機器が、情報端末であり、
　前記第２の通信器は、前記特定器によって特定された前記プロファイル情報を情報端末
に送信する、
　請求項１記載の蓄電池パック。
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【請求項３】
　前記第２の通信器は、前記プロファイル情報に含まれる前記状態情報の項目に対応する
前記状態情報の項目値を変化させる前記電気機器の動作を指示する指示情報を前記情報端
末から受信し、
　前記第１の通信器は、前記第２の通信器によって受信された前記指示情報を前記電気機
器に送信する、
　請求項２記載の蓄電池パック。
【請求項４】
　前記第１の通信器は、前記接続器を介して前記電気機器と有線により通信する、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の蓄電池パック。
【請求項５】
　前記記憶器は、前記複数の電気機器の各々と、前記状態情報の項目とを対応付けた前記
プロファイル情報をテーブル形式で記憶しており、
　前記第１の通信器は、前記機器識別情報を前記電気機器から受信し、
　前記特定器は、前記プロファイル情報を参照し、前記第１の通信器によって受信された
前記機器識別情報を用いて、前記接続器に接続された前記電気機器に対応する前記プロフ
ァイル情報を特定する、
　請求項１～４のいずれか１項に記載の蓄電池パック。
【請求項６】
　前記第２の通信器は、前記記憶器に記憶されていない、前記電気機器に対応する新たに
定義された前記プロファイル情報を前記情報端末から受信し、受信した前記プロファイル
情報を前記記憶器に追加する、
　請求項２記載の蓄電池パック。
【請求項７】
　外部のネットワークを介して外部の情報機器と通信する第３の通信器をさらに備え、
　前記第３の通信器は、前記記憶器に記憶されていない、前記電気機器に対応する新たに
定義された前記プロファイル情報を前記外部の情報機器から受信し、受信した前記プロフ
ァイル情報を前記記憶器に追加する、
　請求項２記載の蓄電池パック。
【請求項８】
　受信された前記プロファイル情報に含まれる前記状態情報の項目と、前記記憶器に記憶
されている、受信された前記プロファイル情報と同じ前記電気機器に対応する前記プロフ
ァイル情報に含まれる前記状態情報の項目とを比較し、受信された前記プロファイル情報
に含まれる前記状態情報の項目が、前記記憶器に記憶されている前記プロファイル情報に
存在しないと判断された場合、受信された前記プロファイル情報に含まれる前記状態情報
の項目を、前記記憶器に記憶されている前記プロファイル情報に追加する比較器をさらに
備える、
　請求項６又は７記載の蓄電池パック。
【請求項９】
　前記第２の通信器は、前記記憶器に記憶されている前記複数のプロファイル情報のうち
前記特定器によって特定されたプロファイル情報以外のプロファイル情報を、前記情報端
末に送信しない、
　請求項２記載の蓄電池パック。
【請求項１０】
　蓄電池パックの制御方法であって、
　前記蓄電池パックに設けられた記憶器に電気機器を識別する機器識別情報と、前記電気
機器の状態を示す状態情報の項目とを含み、複数の前記電気機器毎に異なるプロファイル
情報を記憶し、
　前記蓄電池パックに設けられた第１の通信器を介して、前記蓄電池パックに設けられた
接続器を介して接続された前記電気機器の機器識別情報及び前記状態情報の項目値を前記
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電気機器から受信し、
　前記接続器に接続された前記電気機器の機器識別情報を用いて、前記記憶器に記憶され
ている複数の前記プロファイル情報のうち、前記接続器に接続された電気機器に対応する
前記プロファイル情報を特定し、
　特定された前記プロファイル情報及び前記状態情報の項目値を外部の情報機器に送信す
る、
　蓄電池パックの制御方法。
【請求項１１】
　情報端末の制御方法であって、
　蓄電池パックに接続された電気機器の、当該電気機器の機器識別情報と前記電気機器の
状態を示す状態情報の項目とを含むプロファイル情報を前記蓄電池パックから受信し、
　前記蓄電池パックから前記蓄電池パックに接続された電気機器の前記状態情報の項目値
を受信し、
　前記蓄電池パックに接続された前記電気機器の状態を示す状態情報の項目及び前記状態
情報の項目値をディスプレイに表示させる第１の指示を受け付けると、受信した前記プロ
ファイル情報及び前記状態情報の項目値を用いて前記電気機器の状態を示す状態情報の項
目及び前記状態情報の項目値を示す第１の表示画面を前記ディスプレイに表示する、
　情報端末の制御方法。
【請求項１２】
　前記蓄電池パックを示す情報を前記ディスプレイに表示させる第２の指示を受け付ける
と、前記蓄電池パックを示す情報を示す第２の表示画面を前記ディスプレイに表示する、
　請求項１１記載の情報端末の制御方法。
【請求項１３】
　前記第２の表示画面には、前記蓄電池パックを示す情報と、前記蓄電池パックが接続さ
れた前記電気機器を示す情報とが対応付けて表示される、
　請求項１２記載の情報端末の制御方法。
【請求項１４】
　前記第２の表示画面には、前記電気機器に接続されていない前記蓄電池パックを示す情
報が表示される、
　請求項１３記載の情報端末の制御方法。
【請求項１５】
　前記第２の表示画面には、前記情報端末に使用者として登録されていない前記蓄電池パ
ックを示す情報が表示され、登録されていない前記蓄電池パックに接続されている前記電
気機器を示す情報が表示されない、
　請求項１３記載の情報端末の制御方法。
【請求項１６】
　前記第２の表示画面に表示される前記電気機器を示す情報が選択されることにより、前
記第１の指示を受け付ける、
　請求項１３記載の情報端末の制御方法。
【請求項１７】
　動作させる前記電気機器の選択を受け付け、
　選択が受け付けられた前記電気機器の前記状態情報の項目値を変化させる前記電気機器
の動作を指示する第３の指示を受け付けると、前記電気機器が接続されている前記蓄電池
パックに前記第３の指示を送信する、
　請求項１１～１６のいずれか１項に記載の情報端末の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、複数の電気機器に接続可能であり、接続された電気機器に給電する蓄電池パ
ック、蓄電池パックの制御方法、及び複数の電気機器に接続可能な蓄電池パックと通信可
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能に接続された情報端末の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、通信プロトコルが異なる複数種類の外部の機器に着脱自在に接続して使用される
蓄電池パックが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１の蓄電池パックは、蓄電池パックに外部の機器が接続された場合に、複数の
通信プロトコルのうち外部の機器と通信可能な通信プロトコルを特定して通信を確立し、
外部の機器と通信が確立できた場合に、二次電池から外部の機器に放電を行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２０１４／１５５９０４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１記載の従来の蓄電池パックでは、蓄電池パックが接続さ
れた外部の電気機器の状態を示す情報を、蓄電池パックと機器との間でどの様に利用され
るかについて検討されていない。
【０００６】
　本開示は、上記事情に鑑み、限定的でない例示的なある実施形態は、電気機器が外部の
情報機器と通信する機能を有していない場合であっても、蓄電池パックを介して電気機器
の情報を外部の情報機器に送信することができる蓄電池パックを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の一態様に係る蓄電池パックは、二次電池と、複数の電気機器と着脱自在に接続
する接続器と、前記電気機器を識別する機器識別情報と、前記電気機器の状態を示す状態
情報の項目とを含み、前記複数の電気機器毎に異なるプロファイル情報を前記複数の電気
機器毎に記憶する記憶器と、前記接続器に接続された前記電気機器の機器識別情報及び前
記状態情報の項目値を前記電気機器から受信する第１の通信器と、前記接続器に接続され
た前記電気機器の機器識別情報を用いて前記記憶器に記憶されている前記複数のプロファ
イル情報のうち、前記接続器に接続された前記電気機器に対応する前記プロファイル情報
を特定する特定器と、前記特定器によって特定された前記プロファイル情報及び前記接続
器に接続された前記電気機器の状態情報の項目値を外部の情報機器に送信する第２の通信
器と、を備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示によれば、電気機器が外部の情報機器と通信する機能を有していない場合であっ
ても、蓄電池パックを介して電気機器の情報を外部の情報機器に送信することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施の形態１における情報処理システムの構成を示す図である。
【図２】本実施の形態１における蓄電池パック、電気機器及び情報端末の構成を示すブロ
ック図である。
【図３】本実施の形態１における情報処理システムの具体的な例について説明するための
模式図である。
【図４】本実施の形態１における蓄電池パックのプロファイル情報の一例を示す図である
。
【図５】本実施の形態１における電動自転車のプロファイル情報の一例を示す図である。
【図６】本実施の形態１における情報処理システムのプロファイル情報を送信する動作を
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示すフローチャートである。
【図７】本実施の形態１の変形例における情報処理システムのプロファイル情報を送信す
る動作を示すフローチャートである。
【図８】本実施の形態１において情報端末の表示器に表示される表示画面を示す図である
。
【図９】本実施の形態１において情報端末の表示器に表示される表示画面の第１の変形例
を示す図である。
【図１０】本実施の形態１において情報端末の表示器に表示される表示画面の第２の変形
例を示す図である。
【図１１】本実施の形態１において、新たなプロファイル情報を蓄電池パックに追加する
処理について説明するための模式図である。
【図１２】本実施の形態１において、新たなプロファイル情報を蓄電池パックに追加する
処理について説明するためのフローチャートである。
【図１３】本実施の形態１において、プロファイル情報の一部を蓄電池パックに追加する
処理について説明するための模式図である。
【図１４】蓄電池パックに記憶されている蓄電池パックのプロファイル情報の一例を示す
図である。
【図１５】新たな状態情報の項目が追加された蓄電池パックのプロファイル情報の一例を
示す図である。
【図１６】本実施の形態１において、プロファイル情報の一部を蓄電池パックに追加する
処理について説明するためのフローチャートである。
【図１７】本実施の形態２における情報処理システムの構成を示す図である。
【図１８】本実施の形態２における蓄電池パック、電気機器及び情報端末の構成を示すブ
ロック図である。
【図１９】本実施の形態２において、新たなプロファイル情報を蓄電池パックに追加する
処理について説明するための模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下添付図面を参照しながら、本開示の実施の形態について説明する。なお、以下の実
施の形態は、本開示を具体化した一例であって、本開示の技術的範囲を限定するものでは
ない。
【００１１】
　本開示の第１形態は、二次電池と、複数の電気機器と着脱自在に接続する接続器と、前
記電気機器を識別する機器識別情報と、前記電気機器の状態を示す状態情報の項目とを含
み、前記複数の電気機器毎に異なるプロファイル情報を前記複数の電気機器毎に記憶する
記憶器と、前記接続器に接続された前記電気機器の機器識別情報及び前記状態情報の項目
値を前記電気機器から受信する第１の通信器と、前記接続器に接続された前記電気機器の
機器識別情報を用いて前記記憶器に記憶されている前記複数のプロファイル情報のうち、
前記接続器に接続された前記電気機器に対応する前記プロファイル情報を特定する特定器
と、前記特定器によって特定された前記プロファイル情報及び前記接続器に接続された前
記電気機器の状態情報の項目値を外部の情報機器に送信する第２の通信器と、を備える蓄
電池パックを提供する。
【００１２】
　この構成によれば、接続器が、複数の電気機器と着脱自在に接続される。電気機器を識
別する機器識別情報と、電気機器の状態を示す状態情報の項目とを含み、複数の電気機器
毎に異なるプロファイル情報が複数の電気機器毎に記憶器に記憶される。そして、状態情
報の項目値が電気機器から受信される。また、記憶器に記憶されている複数のプロファイ
ル情報のうち、接続器に接続された電気機器に対応するプロファイル情報が特定される。
特定されたプロファイル情報が送信される。
【００１３】
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　したがって、電気機器を識別する機器識別情報と、電気機器の状態を示す状態情報の項
目とを含み、複数の電気機器毎に異なるプロファイル情報が、電気機器に接続された蓄電
池パックに記憶され、状態情報の項目値が電気機器から受信され、複数のプロファイル情
報のうち、接続された電気機器に対応するプロファイル情報及び状態情報の項目値が送信
されるので、電気機器が外部の情報機器と通信する機能を有していない場合であっても、
蓄電池パックを介して電気機器の情報を外部の情報機器に送信することができる。
【００１４】
　また、本開示の第２形態は、上記第１形態において、前記外部の情報機器が、情報端末
であり、前記第２の通信器は、前記特定器によって特定された前記プロファイル情報を情
報端末に送信する蓄電池パックを提供する。
【００１５】
　この構成によれば、特定されたプロファイル情報が情報端末に送信される。したがって
、蓄電池パックが接続されている電気機器の情報を情報端末に送信することができ、ユー
ザは情報端末を用いて電気機器の情報を確認することができる。
【００１６】
　また、本開示の第３形態は、上記第２形態において、前記第２の通信器は、前記プロフ
ァイル情報に含まれる前記状態情報の項目に対応する前記状態情報の項目値を変化させる
前記電気機器の動作を指示する指示情報を前記情報端末から受信し、前記第１の通信器は
、前記第２の通信器によって受信された前記指示情報を前記電気機器に送信する蓄電池パ
ックを提供する。
【００１７】
　この構成によれば、プロファイル情報に含まれる状態情報の項目に対応する状態情報の
項目値を変化させる電気機器の動作を指示する指示情報が情報端末から受信される。そし
て、受信された指示情報が電気機器に送信される。したがって、蓄電池パックを介して電
気機器の動作を遠隔制御することができる。
【００１８】
　また、本開示の第４形態は、上記第１－第３形態のいずれか一つにおいて、前記第１の
通信器は、前記接続器を介して前記電気機器と有線により通信する蓄電池パックを提供す
る。この構成によれば、接続器を介して電気機器と有線により通信することができる。
【００１９】
　また、本開示の第５形態は、上記第１－第４形態のいずれか一つにおいて、前記記憶器
は、前記複数の電気機器の各々と、前記状態情報の項目とを対応付けた前記プロファイル
情報をテーブル形式で記憶しており、前記第１の通信器は、前記機器識別情報を前記電気
機器から受信し、前記特定器は、前記プロファイル情報を参照し、前記第１の通信器によ
って受信された前記機器識別情報を用いて、前記接続器に接続された前記電気機器に対応
する前記プロファイル情報を特定する蓄電池パックを提供する。
【００２０】
　この構成によれば、記憶器は、複数の電気機器の各々と、状態情報の項目とを対応付け
たプロファイル情報をテーブル形式で記憶している。機器識別情報が電気機器から受信さ
れる。プロファイル情報が参照され、受信された機器識別情報が用いられて、接続器に接
続された電気機器に対応するプロファイル情報が特定される。
【００２１】
　したがって、プロファイル情報がテーブル形式で記憶されているので、接続器に接続さ
れた電気機器に対応するプロファイル情報を容易に特定することができる。
【００２２】
　また、本開示の第６形態は、上記第２形態において、前記第２の通信器は、前記記憶器
に記憶されていない、前記電気機器に対応する新たに定義された前記プロファイル情報を
前記情報端末から受信し、受信した前記プロファイル情報を前記記憶器に追加する蓄電池
パックを提供する。
【００２３】
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　この構成によれば、記憶器に記憶されていない、電気機器に対応する新たに定義された
プロファイル情報が情報端末から受信され、受信されたプロファイル情報が記憶器に追加
される。
【００２４】
　したがって、電気機器に接続された蓄電池パックを介して、電気機器に対応する新たに
定義されたプロファイル情報を電気機器に追加することができる。
【００２５】
　また、本開示の第７形態は、上記第２形態において、外部のネットワークを介して外部
の情報機器と通信する第３の通信器をさらに備え、前記第３の通信器は、前記記憶器に記
憶されていない、前記電気機器に対応する新たに定義された前記プロファイル情報を前記
外部の情報機器から受信し、受信した前記プロファイル情報を前記記憶器に追加する蓄電
池パックを提供する。
【００２６】
　この構成によれば、外部のネットワークを介して外部の情報機器と通信される。そして
、記憶器に記憶されていない、電気機器に対応する新たに定義されたプロファイル情報が
外部の情報機器から受信され、受信されたプロファイル情報が記憶器に追加される。
【００２７】
　したがって、外部の情報機器から外部のネットワークを介して、電気機器に対応する新
たに定義されたプロファイル情報を電気機器に追加することができる。
【００２８】
　また、本開示の第８形態は、上記第６または第７形態において、受信された前記プロフ
ァイル情報に含まれる前記状態情報の項目と、前記記憶器に記憶されている、受信された
前記プロファイル情報と同じ前記電気機器に対応する前記プロファイル情報に含まれる前
記状態情報の項目とを比較し、受信された前記プロファイル情報に含まれる前記状態情報
の項目が、前記記憶器に記憶されている前記プロファイル情報に存在しないと判断された
場合、受信された前記プロファイル情報に含まれる前記状態情報の項目を、前記記憶器に
記憶されている前記プロファイル情報に追加する比較器をさらに備える蓄電池パックを提
供する。
【００２９】
　この構成によれば、受信されたプロファイル情報に含まれる状態情報の項目と、記憶器
に記憶されている、受信されたプロファイル情報と同じ電気機器に対応するプロファイル
情報に含まれる状態情報の項目とが比較される。そして、受信されたプロファイル情報に
含まれる状態情報の項目が、記憶器に記憶されているプロファイル情報に存在しないと判
断された場合、受信されたプロファイル情報に含まれる状態情報の項目が、記憶器に記憶
されているプロファイル情報に追加される。
【００３０】
　したがって、受信されたプロファイル情報に含まれる状態情報の項目が、記憶器に記憶
されているプロファイル情報に存在しない場合、受信されたプロファイル情報に含まれる
状態情報の項目を、記憶器に記憶されているプロファイル情報に追加することができるの
で、プロファイル情報を更新することができる。
【００３１】
　また、本開示の第９形態は、上記第２形態において、前記第２の通信器は、前記記憶器
に記憶されている前記複数のプロファイル情報のうち前記特定器によって特定されたプロ
ファイル情報以外のプロファイル情報を、前記情報端末に送信しない蓄電池パックを提供
する。
【００３２】
　この構成によれば、記憶器に記憶されている複数のプロファイル情報のうち、特定され
たプロファイル情報以外のプロファイル情報は、情報端末に送信されない。したがって、
蓄電池パックが接続されていない電気機器のプロファイル情報が送信されずに、蓄電池パ
ックが接続されている電気機器のプロファイル情報のみが送信されるので、不要な情報が
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情報端末に送信されず、通信に要するデータ量を低減することができるとともに、通信に
要する処理時間を短縮することができる。
【００３３】
　本開示の第１０形態は、蓄電池パックの制御方法であって、前記蓄電池パックに設けら
れた記憶器に電気機器を識別する機器識別情報と、前記電気機器の状態を示す状態情報の
項目とを含み、複数の前記電気機器毎に異なるプロファイル情報を記憶し、前記蓄電池パ
ックに設けられた第１の通信器を介して、前記蓄電池パックに設けられた接続器を介して
接続された前記電気機器の機器識別情報及び前記状態情報の項目値を前記電気機器から受
信し、前記接続器に接続された前記電気機器の機器識別情報を用いて、前記記憶器に記憶
されている複数の前記プロファイル情報のうち、前記接続器に接続された電気機器に対応
する前記プロファイル情報を特定し、特定された前記プロファイル情報及び前記状態情報
の項目値を外部の情報機器に送信する、蓄電池パックの制御方法を提供する。
【００３４】
　この構成によれば、電気機器を識別する機器識別情報と、状態情報の項目とを含み、複
数の電気機器毎に異なるプロファイル情報が複数の電気機器毎に記憶器に記憶される。そ
して、接続器を介して蓄電池パックに接続された電気機器の状態情報の項目値が電気機器
から受信される。また、記憶器に記憶されている複数のプロファイル情報のうち、接続器
に接続された電気機器に対応するプロファイル情報が特定される。特定されたプロファイ
ル情報及び状態情報の項目値が外部の情報機器に送信される。
【００３５】
　したがって、電気機器を識別する機器識別情報と、電気機器の状態を示す状態情報の項
目とを含み、複数の電気機器毎に異なるプロファイル情報が、電気機器に接続された蓄電
池パックに記憶され、状態情報の項目値が電気機器から受信され、複数のプロファイル情
報のうち、接続された電気機器に対応するプロファイル情報及び状態情報の項目値が送信
されるので、電気機器が外部の情報機器と通信する機能を有していない場合であっても、
蓄電池パックを介して電気機器の情報を外部の情報機器に送信することができる。
【００３６】
　本開示の第１１形態は、情報端末の制御方法であって、蓄電池パックに接続された電気
機器の、当該電気機器の機器識別情報と前記電気機器の状態を示す状態情報の項目とを含
むプロファイル情報を前記蓄電池パックから受信し、前記蓄電池パックから前記蓄電池パ
ックに接続された電気機器の前記状態情報の項目値を受信し、前記蓄電池パックに接続さ
れた前記電気機器の状態を示す状態情報の項目及び前記状態情報の項目値を前記ディスプ
レイに表示させる第１の指示を受け付けると、受信した前記プロファイル情報及び前記状
態情報の項目値を用いて前記電気機器の状態を示す状態情報の項目及び前記状態情報の項
目値を示す第１の表示画面を前記ディスプレイに表示する制御方法を提供する。
【００３７】
　この構成によれば、蓄電池パックに接続された電気機器を識別する機器識別情報と、電
気機器の状態を示す状態情報の項目とを含むプロファイル情報及び状態情報の項目値をデ
ィスプレイに表示させる第１の指示が受け付けられる。プロファイル情報及び状態情報の
項目値が蓄電池パックから受信される。受信されたプロファイル情報及び状態情報の項目
値を用いて電気機器の状態を示す状態情報の項目及び状態情報の項目値を示す第１の表示
画面がディスプレイに表示される。
【００３８】
　したがって、ユーザは、蓄電池パックに接続された電気機器の状態を示す状態情報の項
目及び状態情報の項目値を確認することができる。また、電気機器からではなく、蓄電池
パックから電気機器のプロファイル情報及び状態情報の項目値を取得することができる。
【００３９】
　また、本開示の第１２形態は、第１１形態において、前記蓄電池パックを示す情報を前
記ディスプレイに表示させる第２の指示を受け付けると、前記蓄電池パックを示す情報を
示す第２の表示画面を前記ディスプレイに表示する、制御方法を提供する。
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【００４０】
　この構成によれば、蓄電池パックを示す情報を示す第２の表示画面が前記ディスプレイ
に表示されるので、ユーザは、蓄電池パックを示す情報を確認することができる。
【００４１】
　また、本開示の第１３形態は、上記第１２形態において、前記第２の表示画面には、前
記蓄電池パックを示す情報と、前記蓄電池パックが接続された前記電気機器を示す情報と
が対応付けて表示される表示制御方法を提供する。
【００４２】
　この構成によれば、第２の表示画面には、蓄電池パックを示す情報と、蓄電池パックが
接続された電気機器を示す情報とが対応付けて表示されるので、ユーザは、蓄電池パック
と、当該蓄電池パックが接続されている電気機器とを容易に確認することができる。
【００４３】
　また、本開示の第１４形態は、上記第１３形態において、前記第２の表示画面には、前
記電気機器に接続されていない前記蓄電池パックを示す情報が表示される表示制御方法を
提供する。
【００４４】
　この構成によれば、第２の表示画面には、電気機器に接続されていない蓄電池パックを
示す情報が表示されるので、ユーザは、電気機器に接続されていない蓄電池パックを容易
に確認することができる。
【００４５】
　また、本開示の第１５形態は、上記第１３形態において、前記第２の表示画面には、前
記情報端末に使用者として登録されていない前記蓄電池パックを示す情報が表示され、登
録されていない前記蓄電池パックに接続されている前記電気機器を示す情報が表示されな
い表示制御方法を提供する。
【００４６】
　この構成によれば、第２の表示画面には、情報端末に使用者として登録されていない蓄
電池パックを示す情報が表示され、登録されていない蓄電池パックに接続されている電気
機器を示す情報が表示されない。したがって、情報端末に使用者として登録されていない
蓄電池パックについては、どのような電気機器が接続されているかが表示されないので、
ユーザは使用者として登録されている蓄電池パックに接続されている電気機器のみを確認
することができる。
【００４７】
　また、本開示の第１６形態は、上記第１３形態において、前記第２の表示画面に表示さ
れる前記電気機器を示す情報が選択されることにより、前記第１の指示を受け付ける表示
制御方法を提供する。
【００４８】
　この構成によれば、第２の表示画面に表示される電気機器を示す情報が選択されること
により、第１の指示が受け付けられるので、ユーザは、プロファイル情報をディスプレイ
に容易に表示させる電気機器を容易に選択することができる。
【００４９】
　また、本開示の第１７形態は、上記第１１－第１６形態のいずれか一つにおいて、動作
させる前記電気機器の選択を受け付け、選択が受け付けられた前記電気機器の前記状態情
報の項目値を変化させる前記電気機器の動作を指示する第３の指示を受け付けると、前記
電気機器が接続されている前記蓄電池パックに前記第３の指示を送信する表示制御方法を
提供する。
【００５０】
　この構成によれば、動作させる電気機器の選択が受け付けられる。選択が受け付けられ
た電気機器の状態情報の項目値を変化させる電気機器の動作を指示する第３の指示が受け
付けられる。そして、電気機器が接続されている蓄電池パックに第３の指示が送信される
。したがって、蓄電池パックを介して電気機器の動作を遠隔制御することができる。
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【００５１】
　（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態１における情報処理システムの構成を示す図である。図１に示す
情報処理システムは、蓄電池パック１、電気機器２及び情報端末３を備える。
【００５２】
　蓄電池パック１は、種別の異なる複数の電気機器２に接続可能であり、接続された電気
機器２に給電する。
【００５３】
　電気機器２は、例えば、洗濯機、冷蔵庫、掃除機、自動車及び自転車等であり、これら
は互いに種別の異なる電気機器２といえる。電気機器２は、蓄電池パック１から供給され
る電力により動作する。
【００５４】
　情報端末３は、例えば、スマートフォン、パーソナルコンピュータ、タブレット型コン
ピュータ、又は携帯電話機などである。情報端末３は、例えば無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　
Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、近距離無線通信（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎ）又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を介して蓄電池パック１に接続され
る。なお、情報端末３は、蓄電池パック１と有線により接続されてもよい。また、情報端
末３は、例えば携帯電話通信網又はインターネットなどの外部のネットワーク４を介して
サーバ等の外部の情報機器に接続される。
【００５５】
　図２は、本実施の形態１における蓄電池パック、電気機器及び情報端末の構成を示すブ
ロック図である。
【００５６】
　図２に示す蓄電池パック１は、二次電池１１、制御器１２、記憶器１３、特定器１４、
接続器１５、第１の通信器１６及び第２の通信器１７を備える。接続器１５は、本開示の
接続器の一例である。記憶器１３は、本開示の記憶器の一例である。第１の通信器１６は
、本開示の第１の通信器の一例である。特定器１４は、本開示の特定器の一例である。第
２の通信器１７は、本開示の第２の通信器の一例である。
【００５７】
　二次電池１１は、例えばリチウムイオン二次電池で構成され、電気を蓄える。
【００５８】
　制御器１２は、制御機能を備えるものであればよく、演算処理部（図示せず）と、制御
プログラムを記憶する記憶部（図示せず）とを備える。演算処理部としては、ＭＰＵ（マ
イクロプロセッシングユニット）又はＣＰＵ（中央演算処理装置）が例示され、記憶部と
しては、メモリが例示される。制御器１２は、集中制御を行う単独の制御器で構成されて
いてもよく、互いに協働して分散制御を行う複数の制御器で構成されていてもよい。
【００５９】
　記憶器１３は、電気機器２を識別する機器識別情報と、電気機器２の状態を示す状態情
報の項目とを含み、複数の電気機器２毎に異なるプロファイル情報を複数の電気機器２毎
に記憶する。また、記憶器１３は、蓄電池パック１を識別する機器識別情報と、蓄電池パ
ック１の状態を示す状態情報の項目とを含むプロファイル情報を記憶してもよい。なお、
記憶器１３は、複数の記憶器で構成されてもよいし、単独の記憶器で構成されていてもよ
い。また、記憶器１３は、制御器１２の記憶部（図示せず）を兼用してもよい。また、電
気機器２を識別する機器識別情報は、電気機器２の種別を示す情報、電気機器２の製品番
号を示す情報、及び電気機器２の製品名を示す情報のいずれであってもよい。
【００６０】
　特定器１４は、記憶器１３に記憶されている複数のプロファイル情報のうち、接続器１
５に接続された電気機器２に対応するプロファイル情報を特定する。具体的には、電気機
器２から受信した電気機器２を識別する機器識別情報を用いて複数のプロファイル情報の
うち、接続器１５に接続された電気機器２に対応するプロファイル情報を特定する。例え
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ば、特定器１４は、受信した電気機器２の機器識別情報と同一の機器識別情報を有するプ
ロファイル情報を、接続器１５に接続された電気機器２に対応するプロファイル情報とし
て特定する。特定器１４は、制御器１２に兼用されてもよい。
【００６１】
　接続器１５は、電気機器２と接続するための接続端子である。接続器１５は、電気機器
２と着脱自在に接続する。二次電池１１が放電される場合、接続器１５を介して電気機器
２に電力が供給される。また、二次電池１１が充電される場合、接続器１５を介して外部
電源（不図示）から電力が供給される。なお、電気機器２が充電機能を備えている場合、
接続器１５を介して電気機器２から電力が供給される。
【００６２】
　第１の通信器１６は、接続器１５を介して電気機器２と有線により通信する。第１の通
信器１６は、電気機器２を識別する機器識別情報を受信する。特定器１４は、記憶器１３
に記憶されている複数のプロファイル情報のうち、第１の通信器１６によって受信された
機器識別情報に対応するプロファイル情報を特定する。また、第１の通信器１６は、状態
情報の項目値を電気機器２から受信する。
【００６３】
　ここで、状態情報の項目値とは、状態情報の項目に対応する、電気機器２の値として定
義される。具体的には、一例として、電気機器２が電動自転車であるとき、状態情報の項
目は、電動自転車の速度、状態情報の項目値は、電動自転車の速度の値となる。なお、プ
ロファイル情報と、状態情報の項目値とは共に記憶器１３内の同一の記憶器に記憶されて
いてもよいし、異なる記憶器に記憶されていてもよい。例えば、記憶器１３が、ＲＯＭ（
リードオンリメモリ）及びＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）を備えるとき、ＲＯＭにプ
ロファイル情報が保持され、ＲＡＭに状態情報の項目値が保持されてもよいし、ＲＯＭに
プロファイル情報及び状態情報の項目値が保持されていてもよい。なお、状態情報の項目
と状態情報の項目値とを対応付けしたデータは、同一の記憶器に保持される。
【００６４】
　第２の通信器１７は、有線又は無線により情報端末３と通信する。第２の通信器１７は
、特定器１４によって特定された電気機器２のプロファイル情報を情報端末３に送信する
。また、第２の通信器１７は、記憶器１３に記憶されている蓄電池パック１のプロファイ
ル情報を情報端末３に送信してもよい。また、第２の通信器１７は、特定器１４によって
特定された電気機器２のプロファイル情報と、第１の通信器１６によって受信された電気
機器２の状態情報の項目値とを対応付けて情報端末３に送信してもよい。また、第２の通
信器１７は、記憶器１３に記憶されている蓄電池パック１のプロファイル情報と、蓄電池
パック１の状態情報の項目値とを対応付けて情報端末３に送信してもよい。なお、電気機
器２のプロファイル情報と状態情報の項目値との対応付けは、具体的には、プロファイル
情報のうち、状態情報の項目と状態情報の項目値とが対応付けられている。また、第２の
通信器１７は、プロファイル情報に含まれる状態情報の項目に対応する状態情報の項目値
を変化させる電気機器２の動作を指示する指示情報を情報端末３から受信する。第１の通
信器１６は、第２の通信器１７によって受信された指示情報を電気機器２に送信する。
【００６５】
　第２の通信器１７は、記憶器１３に記憶されていない、電気機器２に対応するプロファ
イル情報を情報端末３から受信し、受信したプロファイル情報を記憶器１３に記憶する。
また、制御器１２は、情報端末３から受信されたプロファイル情報に含まれる状態情報の
項目と、記憶器１３に記憶されている、受信されたプロファイル情報と同じ電気機器２に
対応するプロファイル情報に含まれる状態情報の項目とを比較する。制御器１２は、受信
されたプロファイル情報に含まれる状態情報の項目が、記憶器１３に記憶されているプロ
ファイル情報に存在しないと判断された場合、受信されたプロファイル情報に含まれる状
態情報の項目を、記憶器１３に記憶されているプロファイル情報に追加する。
【００６６】
　また、第２の通信器１７は、記憶器１３に記憶されている複数のプロファイル情報のう
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ち特定器１４によって特定されたプロファイル情報以外のプロファイル情報を、情報端末
３に送信しない。なお、上記において、第２の通信器１７は、外部の情報機器である情報
端末３との間でプロファイル情報を含む情報の送受信を行っているが、一例である。第２
の通信器１７は、他の情報機器であるサーバとの間で、上記のようなプロファイル情報を
含む情報の送受信を行ってもよい。これは、以降の記載においても、同様である。
【００６７】
　図２に示す電気機器２は、接続器２１、記憶器２２、制御器２３及び通信器２４を備え
る。
【００６８】
　接続器２１は、蓄電池パック１と接続するための接続端子である。接続器２１は、蓄電
池パック１と着脱自在に接続する。
【００６９】
　記憶器２２は、電気機器２を識別する機器識別情報と、電気機器２の状態を識別する状
態情報の項目と、状態情報の項目値とを記憶する。
【００７０】
　制御器２３は、制御機能を備えるものであればよく、演算処理部（図示せず）と、制御
プログラムを記憶する記憶部（図示せず）とを備える。演算処理部としては、ＭＰＵ又は
ＣＰＵが例示され、記憶部としては、メモリが例示される。制御器２３は、集中制御を行
う単独の制御器で構成されていてもよく、互いに協働して分散制御を行う複数の制御器で
構成されていてもよい。なお、記憶器２２は、複数の記憶器で構成されてもよいし、単独
の記憶器で構成されていてもよい。また、記憶器２２は、制御器２３の記憶部（図示せず
）を兼用してもよい。
【００７１】
　通信器２４は、接続器２１を介して蓄電池パック１と有線により通信する。通信器２４
は、電気機器２を識別する機器識別情報を蓄電池パック１へ送信する。また、通信器２４
は、電気機器２の状態情報の項目値を蓄電池パック１へ送信する。また、通信器２４は、
プロファイル情報に含まれる状態情報の項目に対応する状態情報の項目値を変化させる電
気機器２の動作を指示する指示情報を蓄電池パック１から受信する。なお、通信器２４は
、無線であってもよい。このとき、通信器２４は蓄電池パック１の第１の通信器１６とは
通信可能であるが、外部の情報機器である、情報端末３の第１の通信器３１、サーバ等と
は通信できない。制御器２３は、通信器２４によって受信された指示情報に応じて電気機
器２を動作させる。制御器２３は、電気機器２を動作させた結果、状態情報の項目値が変
化すると、記憶器２２に記憶されている状態情報の項目値を変化させる。
【００７２】
　なお、電気機器２が備える構成は、接続器２１、記憶器２２、制御器２３及び通信器２
４のみに限定されない。電気機器２は、機器本来の機能を実現するための構成をさらに備
える。
【００７３】
　図２に示す情報端末３は、第１の通信器３１、指示受付器３２、制御器３３、表示器３
４及び第２の通信器３５を備える。
【００７４】
　第１の通信器３１は、有線又は無線により蓄電池パック１と通信する。第１の通信器３
１は、蓄電池パック１に接続された電気機器２に対応するプロファイル情報を蓄電池パッ
ク１から受信する。また、第１の通信器３１は、蓄電池パック１のプロファイル情報を蓄
電池パック１から受信してもよい。また、第１の通信器３１は、蓄電池パック１に接続さ
れた電気機器２のプロファイル情報に対応付けられた状態情報の項目値を蓄電池パック１
から受信してもよい。また、第１の通信器３１は、蓄電池パック１のプロファイル情報に
対応付けられた状態情報の項目値を蓄電池パック１から受信してもよい。なお、電気機器
２のプロファイル情報と状態情報の項目値との対応付けは、具体的には、プロファイル情
報のうち、状態情報の項目と状態情報の項目値とが対応付けられている。
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【００７５】
　指示受付器３２は、例えば、タッチパネル、キーボード、マウス又はボタンなどで構成
され、ユーザによる入力指示を受け付ける。指示受付器３２は、蓄電池パック１を示す情
報を表示器３４に表示させる第２の指示を受け付ける。また、指示受付器３２は、電気機
器２の状態を示す状態情報の項目及び状態情報の項目値を表示器３４に表示させる第１の
指示を受け付ける。なお、第１の指示は、蓄電池パック１の状態を示す状態情報の項目及
び状態情報の項目値を表示器３４に表示させる指示を含んでもよい。すなわち、指示受付
器３２は、蓄電池パック１に接続された電気機器２の状態情報の項目及び状態情報の項目
値と、蓄電池パック１の状態情報の項目及び状態情報の項目値とのうちの少なくとも一方
を表示させる第１の指示を受け付けてもよい。
【００７６】
　また、指示受付器３２は、動作させる電気機器２の選択を受け付ける。指示受付器３２
は、選択が受け付けられた電気機器に対応する状態情報の項目値を変化させる電気機器２
の動作を指示する第３の指示を受け付ける。第１の通信器３１は、電気機器２が接続され
ている蓄電池パック１に第３の指示を送信する。
【００７７】
　制御器３３は、制御機能を備えるものであればよく、演算処理部（図示せず）と、制御
プログラムを記憶する記憶部（図示せず）とを備える。演算処理部としては、ＭＰＵ又は
ＣＰＵが例示され、記憶部としては、メモリが例示される。制御器３３は、集中制御を行
う単独の制御器で構成されていてもよく、互いに協働して分散制御を行う複数の制御器で
構成されていてもよい。
【００７８】
　制御器３３は、第２の指示が受け付けられた場合、蓄電池パック１を示す情報を表す第
２の表示画面を表示器３４に表示させる。また、制御器３３は、第１の指示が受け付けら
れた場合、電気機器２の状態情報の項目及び状態情報の項目値を表す第１の表示画面を表
示器３４に表示させる。
【００７９】
　表示器３４は、蓄電池パック１を示す情報を表す第２の表示画面を表示する。また、表
示器３４は、電気機器２の状態情報の項目及び状態情報の項目値を表す第１の表示画面を
表示する。また、表示器３４は、蓄電池パック１の状態情報の項目及び状態情報の項目値
を表す第１の表示画面を表示してもよい。
【００８０】
　第２の通信器３５は、外部のネットワーク４を介してサーバ等の外部の情報機器（不図
示）と通信する。第２の通信器３５は、有線又は無線により外部の情報機器と通信する。
第２の通信器３５は、蓄電池パック１から受信した電気機器２のプロファイル情報及び状
態情報の項目値を外部の情報機器に送信する。また、第２の通信器３５は、蓄電池パック
１から受信した蓄電池パック１のプロファイル情報及び状態情報の項目値を外部の情報機
器に送信してもよい。
【００８１】
　続いて、本実施の形態１における情報処理システムの具体的な例について説明する。
【００８２】
　図３は、本実施の形態１における情報処理システムの具体的な例について説明するため
の模式図である。
【００８３】
　図３において、電気機器２Ａは、電動自転車であり、電気機器２Ｂは、冷蔵庫であり、
情報端末３は、スマートフォンである。電気機器２Ａには、蓄電池パック１Ａが装着され
、電気機器２Ｂは、蓄電池パック１Ｂが装着されている。
【００８４】
　蓄電池パック１Ａは、電気機器２Ａのプロファイル情報を情報端末３へ送信する。蓄電
池パック１Ｂは、電気機器２Ｂのプロファイル情報を情報端末３へ送信する。
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【００８５】
　図４は、本実施の形態１における蓄電池パックのプロファイル情報の一例を示す図であ
り、図５は、本実施の形態１における電動自転車のプロファイル情報の一例を示す図であ
る。
【００８６】
　図４及び図５に示すように、プロファイル情報は、例えば、識別子（ＩＤ）と、電気機
器の状態情報の内容（状態情報の項目）を示す情報と、最小値と、最大値と、サイズと、
読み出し可能であるか否かを示す情報、書き込み可能であるか否かを示す情報、値が変化
した場合に通知するか否かを示す情報を含む。ここで、最小値、最大値、サイズ、読み出
し可能であるか否か、書き込み可能であるか否か及び値が変化した場合に通知するか否か
は各状態情報の属性を示す項目である。図４では、属性を示す項目名が、それぞれ、「最
小値」、「最大値」、「サイズ」、「読み出し」、「書き込み」及び「通知」となってい
る。
【００８７】
　図４に示す蓄電池パックのプロファイル情報において、ＩＤ「０」の状態情報の内容は
、二次電池の残量（％）である。当該状態情報の最小値は０（％）であり、当該状態情報
の最大値は１００（％）であり、当該状態情報のサイズは８ｂｉｔである。また、当該状
態情報は、読み出し可能であり、書き込み不可であり、値が変化した場合に通知されない
。
【００８８】
　ここで、最小値０（％）、最大値１００（％）、サイズ８ｂｉｔ、読み出し可能、書き
込み不可、値が変化した場合に通知されない等の情報は、属性を示す項目に対する属性値
に相当する。
【００８９】
　また、ＩＤ「１」の状態情報の内容は、異常フラグ（ビット毎の異常フラグのセット）
である。当該状態情報の最小値及び最大値は設定されない。当該状態情報のサイズは３２
ｂｉｔである。また、当該状態情報は、読み出し可能であり、書き込み不可であり、値が
変化した場合に通知される。
【００９０】
　また、ＩＤ「２」の状態情報の内容は、出力（Ｗ）である。当該状態情報の最小値は０
（Ｗ）であり、当該状態情報の最大値は５００（Ｗ）であり、当該状態情報のサイズは１
６ｂｉｔである。また、当該状態情報は、読み出し可能であり、書き込み可能であり、値
が変化した場合に通知されない。
【００９１】
　なお、図４に示す蓄電池パックのプロファイル情報は一例であり、限定されない。また
、プロファイル情報に含まれる状態情報について、状態情報の属性を示す項目が少なくと
も１つ設定されてもよい。
【００９２】
　図５に示す電動自転車のプロファイル情報において、ＩＤ「０」の状態情報の内容は、
ペダル回転数（ｒｐｍ）である。当該状態情報の最小値は０（ｒｐｍ）であり、当該状態
情報の最大値は２５５（ｒｐｍ）であり、当該状態情報のサイズは８ｂｉｔである。また
、当該状態情報は、読み出し可能であり、書き込み不可であり、値が変化した場合に通知
されない。
【００９３】
　ＩＤ「１」の状態情報の内容は、総走行距離（ｋｍ）である。当該状態情報の最小値は
０（ｋｍ）であり、当該状態情報の最大値は６５５３５（ｋｍ）であり、当該状態情報の
サイズは１６ｂｉｔである。また、当該状態情報は、読み出し可能であり、書き込み不可
であり、値が変化した場合に通知されない。
【００９４】
　なお、図５に示す電動自転車のプロファイル情報は一例であり、限定されない。また、
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プロファイル情報に含まれる状態情報について、状態情報の属性を示す項目が少なくとも
１つ設定されてもよい。
【００９５】
　上記のように、記憶器１３は、複数の電気機器２の各々と、状態情報の項目とを対応付
けたプロファイル情報をテーブル形式で記憶している。第１の通信器１６は、機器識別情
報を電気機器２から受信する。特定器１４は、プロファイル情報を参照し、第１の通信器
１６によって受信された機器識別情報を用いて、接続器１５に接続された電気機器２に対
応するプロファイル情報を特定する。
【００９６】
　図６は、本実施の形態１における情報処理システムのプロファイル情報を送信する動作
を示すフローチャートである。なお、図６の処理は、蓄電池パック１が自発的にプロファ
イル情報を情報端末３に送信する処理を示している。
【００９７】
　まず、ステップＳ１において、蓄電池パック１の制御器１２は、蓄電池パック１が電気
機器２に装着されたことを検知する。すなわち、制御器１２は、蓄電池パック１の接続器
１５と、電気機器２の接続器２１とが接触したことを電気的又は物理的に検知する。また
、制御器１２は、蓄電池パック１が電気機器２から脱着されたことを検知する。すなわち
、制御器１２は、接触していた蓄電池パック１の接続器１５と、電気機器２の接続器２１
とが離れたことを電気的又は物理的に検知する。
【００９８】
　次に、ステップＳ２において、制御器１２は、接続された電気機器２の機器識別情報を
取得する。このとき、制御器１２は、第１の通信器１６を介して電気機器２へ機器識別情
報を要求してもよい。
【００９９】
　次に、ステップＳ３において、特定器１４は、取得された機器識別情報に対応する電気
機器２のプロファイル情報を記憶器１３に保持しているか否かを判断する。ここで、取得
された機器識別情報に対応する電気機器２のプロファイル情報を保持していると判断され
た場合（ステップＳ３でＹＥＳ）、ステップＳ４において、特定器１４は、記憶器１３に
記憶されている電気機器２のプロファイル情報及び蓄電池パック１のプロファイル情報を
読み出す。取得された機器識別情報に対応する電気機器２のプロファイル情報は、例えば
、取得された機器識別情報と同一の機器識別情報を有する電気機器２のプロファイル情報
であってもよい。なお、本実施の形態１では、電気機器２のプロファイル情報及び蓄電池
パック１のプロファイル情報を読み出しているが、本開示は特にこれに限定されず、電気
機器２のプロファイル情報のみを読み出してもよい。
【０１００】
　一方、取得された機器識別情報に対応する電気機器２のプロファイル情報を保持してい
ないと判断された場合（ステップＳ３でＮＯ）、ステップＳ５において、特定器１４は、
記憶器１３に記憶されている蓄電池パック１のプロファイル情報のみを読み出す。
【０１０１】
　次に、ステップＳ６において、第２の通信器１７は、ステップＳ４で電気機器２のプロ
ファイル情報及び蓄電池パック１のプロファイル情報が読み出された場合、読み出された
電気機器２のプロファイル情報及び蓄電池パック１のプロファイル情報を情報端末３に送
信し、ステップＳ５で蓄電池パック１のプロファイル情報のみが読み出された場合、蓄電
池パック１のプロファイル情報のみを情報端末３に送信する。
【０１０２】
　なお、ステップＳ１の後、蓄電池パックが電気機器より状態情報の項目値を受信してい
るとき、ステップＳ６において、プロファイル情報だけでなく、状態情報の項目値も併せ
て情報端末３に送信してもよい。ここで、状態情報の項目値は、Ｓ４を経由したとき、電
気機器２の状態情報の項目値を含み、さらに蓄電池パック１の状態情報の項目値を含んで
もよい。状態情報の項目値は、ステップＳ５を経由したとき、蓄電池パック１の状態情報
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の項目値を含む。
【０１０３】
　また、ステップＳ６の後、状態情報の項目値を情報端末に送信してもよい。
【０１０４】
　なお、図６の処理では、蓄電池パック１が自発的にプロファイル情報を情報端末３に送
信しているが、本開示は特にこれに限定されず、蓄電池パック１が情報端末３からの要求
に応じてプロファイル情報を情報端末３に送信してもよい。
【０１０５】
　図７は、本実施の形態１の変形例における情報処理システムのプロファイル情報を送信
する動作を示すフローチャートである。なお、図７の処理は、蓄電池パック１が情報端末
３からの要求に応じてプロファイル情報を情報端末３に送信する処理を示している。
【０１０６】
　図７に示すステップＳ１１～ステップＳ１５の処理は、図６に示すステップＳ１～ステ
ップＳ５の処理と同じであるので説明を省略する。
【０１０７】
　ステップＳ１６において、制御器１２は、情報端末３によって送信されたプロファイル
要求を受信したか否かを判断する。情報端末３は、電気機器２のプロファイル情報及び蓄
電池パック１のプロファイル情報の少なくとも一方を取得させる指示を受け付け、受け付
けた指示に応じて、電気機器２のプロファイル情報及び蓄電池パック１のプロファイル情
報の少なくとも一方を要求するプロファイル要求を蓄電池パック１に送信する。ここで、
蓄電池パック１においてプロファイル要求を受信していないと判断された場合（ステップ
Ｓ１６でＮＯ）、プロファイル要求が受信されるまで、待機状態となる。なお、電気機器
２のプロファイル情報及び蓄電池パック１のプロファイル情報の少なくとも一方を取得さ
せる指示は、任意の形態で構わないが、例えば、情報端末３の利用者による、電気機器２
の状態情報の項目値を確認するためのアプリケーションを起動させる指示操作である。上
記指示は、上記アプリケーションを起動中において、情報端末３の利用者による、蓄電池
パック１に接続された電気機器２を情報端末３に表示させる指示であってもよい。
【０１０８】
　一方、プロファイル要求を受信したと判断された場合（ステップＳ１６でＹＥＳ）、ス
テップＳ１７において、第２の通信器１７は、ステップＳ１４で電気機器２のプロファイ
ル情報及び蓄電池パック１のプロファイル情報が読み出された場合、読み出された電気機
器２のプロファイル情報及び蓄電池パック１のプロファイル情報を情報端末３に送信し、
ステップＳ１５で蓄電池パック１のプロファイル情報のみが読み出された場合、蓄電池パ
ック１のプロファイル情報のみを情報端末３に送信する。
【０１０９】
　なお、ステップＳ１２の後、蓄電池パックが電気機器より状態情報の項目値を受信して
いるとき、ステップＳ１７において、プロファイル情報だけでなく、状態情報の項目値も
併せて情報端末３に送信してもよい。ここで、状態情報の項目値は、Ｓ１４を経由したと
き、電気機器２の状態情報の項目値を含み、さらに蓄電池パック１の状態情報の項目値を
含んでもよい。状態情報の項目値は、ステップＳ１５を経由したとき、蓄電池パック１の
状態情報の項目値を含む。
【０１１０】
　また、ステップＳ１７の後、状態情報の項目値を情報端末に送信してもよい。
【０１１１】
　このように、電気機器２を識別する機器識別情報と、電気機器２の状態を示す状態情報
の項目とを含み、複数の電気機器２毎に異なるプロファイル情報が、電気機器２に接続さ
れた蓄電池パック１に記憶され、複数のプロファイル情報のうち、接続された電気機器に
対応するプロファイル情報が送信されるので、電気機器２が外部の情報機器と通信する機
能を有していない場合であっても、蓄電池パック１を介して電気機器２の情報を外部の情
報機器に送信することができる。
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【０１１２】
　なお、電気機器２は、状態情報の項目値が変化したとき、又は定期的に状態情報の項目
値を蓄電池パック１へ送信してもよい。電気機器２から状態情報の項目値を受信した場合
、蓄電池パック１は、受信した状態情報の項目値を、プロファイル情報（特に、状態情報
の項目）に対応付けて情報端末３へ送信する。これにより、最新の電気機器２の状態を情
報端末３に通知することができる。もしくは、電気機器２が蓄電池パック１からの要求に
応じて状態情報の項目値を蓄電池パック１へ送信してもよい。また、蓄電池パック１は、
情報端末３からの要求に応じて電気機器２の状態情報の項目値を、プロファイル情報（特
に、状態情報の項目）に対応付けて情報端末３へ送信してもよい。
【０１１３】
　続いて、情報端末３に電気機器２の状態情報を表示する処理について画面例を用いて説
明する。
【０１１４】
　図８は、本実施の形態１において情報端末の表示器に表示される表示画面を示す図であ
る。
【０１１５】
　情報端末３の制御器１２は、情報端末３の近隣に存在する蓄電池パックを検索し、近隣
に蓄電池パックが存在する場合、蓄電池パックを示す情報を表示器３４に表示する。ここ
で、情報端末３の近隣とは、情報端末３と蓄電池パックとが無線通信する場合、情報端末
３と蓄電池パックとが無線通信可能な通信範囲を意味する。また、情報端末３が、蓄電池
パックを識別する機器識別情報を予め記憶してもよい。この際、制御器１２は、情報端末
３の近隣に存在する蓄電池パックを検索し、近隣に存在する蓄電池パックのうち、記憶し
ている機器識別情報と一致する蓄電池パックを識別可能に表示してもよい。また、制御器
１２は、情報端末３の近隣に存在する蓄電池パックを検索することなく、予め記憶してい
る蓄電池パックを示す情報を表示器３４に表示してもよい。
【０１１６】
　制御器１２は、情報端末３の近隣に存在する蓄電池パックと、当該蓄電池パックに接続
されている電気機器とを対応付けて表示してもよい。表示画面には、蓄電池パックを示す
情報と、蓄電池パックが接続された電気機器を示す情報とが対応付けて表示される。この
とき、情報端末３は、少なくとも蓄電池パックが接続された電気機器に対応するプロファ
イル情報を上記表示前に蓄電池パックより受信している。
【０１１７】
　図８に示す表示器３４には、機器識別情報が情報端末３に予め記憶されている蓄電池パ
ックを示す情報３４１と、機器識別情報が情報端末３に予め記憶されていない蓄電池パッ
クを示す情報３４２と、蓄電池パックに接続されている電気機器を示す情報３４３とが表
示されている。情報３４１、情報３４２及び情報３４３は、テキストで表されてもよいし
、アイコンで表されてもよい。また、表示器３４は、電気機器に接続されている蓄電池パ
ックについては、電気機器のアイコンと蓄電池パックのアイコンとを表示し、電気機器に
接続されていない蓄電池パックについては、蓄電池パックのアイコンのみを表示してもよ
い。すなわち、表示画面には、電気機器に接続されていない蓄電池パックを示す情報が表
示される。
【０１１８】
　また、表示器３４は、蓄電池パックより受信した電気機器のプロファイル情報に基づき
電気機器のプロファイル情報の状態情報の項目に応じた複数のアイコンを表示してもよい
。例えば、電動自転車のプロファイル情報が、ペダル回転数、総走行距離及び心拍数等の
複数の状態情報の項目を有している場合、それぞれの状態情報の項目に応じたアイコンが
表示されてもよい。
【０１１９】
　また、制御器１２は、情報端末３の近隣に機器識別情報が予め情報端末３に記憶されて
いない蓄電池パックが存在する場合、当該蓄電池パックを示す情報を表示器３４に表示し



(18) JP 6569946 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

なくてもよい。このように、表示画面には、情報端末３に使用者として登録されていない
蓄電池パックを示す情報が表示され、登録されていない蓄電池パックに接続されている電
気機器を示す情報が表示されない。
【０１２０】
　また、指示受付器３２は、表示画面に表示される所定の情報が選択されることで、蓄電
池パックを示す情報を情報端末３のディスプレイに表示させる第２の指示を受け付ける。
ここで、所定の情報は、情報端末の表示器に対する上記表示制御を実行するためのアプリ
ケーションを起動させるためのアイコン、アプリケーション実行中に表示画面に表示され
る蓄電池パックを示す情報を情報端末３のディスプレイに表示させる指示を実行させるた
めの表示ボタン等が例示される。
【０１２１】
　また、指示受付器３２は、表示画面に表示される電気機器を示す情報が選択されること
により、電気機器の状態を示す状態情報の項目と、状態情報の項目値とを表示器３４に表
示させる第１の指示を受け付ける。
【０１２２】
　図９は、本実施の形態１において情報端末の表示器に表示される表示画面の第１の変形
例を示す図である。
【０１２３】
　図９に示すように、まず、表示器３４は、情報端末３の近隣に存在する蓄電池パックを
示す情報を一覧表示する。表示器３４は、タッチパネルで構成され、ユーザにより所望の
蓄電池パックを示す情報が選択（タップ）された場合、当該蓄電池パックが接続されてい
る電気機器を示す情報と、当該蓄電池パックを示す情報とを表示する。このとき、情報端
末３は、少なくとも蓄電池パックが接続された電気機器に対応するプロファイル情報を上
記表示前に蓄電池パックより受信している。
【０１２４】
　このように、蓄電池パックを示す情報と、電気機器を示す情報とを異なる画面で切り替
えて表示してもよい。
【０１２５】
　図１０は、本実施の形態１において情報端末の表示器に表示される表示画面の第２の変
形例を示す図である。
【０１２６】
　図１０に示すように、まず、表示器３４は、情報端末３の近隣に存在する蓄電池パック
を示す情報を一覧表示する。表示器３４は、タッチパネルで構成され、ユーザにより所望
の蓄電池パックを示す情報が選択（タップ）された場合、当該蓄電池パックが接続されて
いる電気機器を示す情報と、当該蓄電池パックを示す情報とを表示する。このとき、情報
端末３は、少なくとも蓄電池パックが接続された電気機器に対応するプロファイル情報を
上記表示前に蓄電池パックより受信している。
【０１２７】
　さらに、表示器３４は、第１の指示として電気機器を示す情報が選択（タップ）された
場合、当該電気機器の状態情報の項目及び状態情報の項目値を表示する。情報端末３は、
第１の指示が実行された際に、蓄電池パックが接続された電気機器の状態情報の項目値を
蓄電池パックより受信してもよい。もしくは、情報端末３は、当該蓄電池パックが接続さ
れている電気機器を示す情報を表示する際に、蓄電池パックが接続された電気機器に対応
するプロファイル情報とともに電気機器の状態情報の項目値を受信してもよい。図１０で
は、電動自転車を示す情報が選択（タップ）され、電動自転車の状態情報の項目及び状態
情報の項目値が表示されている。電動自転車の状態情報の項目は、例えば、ペダル回転数
と、総走行距離と、ライトの点灯状態とを含む。電動自転車の状態情報の項目値は、例え
ば、ペダル回転数の現在の値と、総走行距離の現在の値と、ライトの点灯の有無とを含む
。
【０１２８】
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　また、上記の表示画面では、電気機器の状態情報の項目値を制御することができる。例
えば、ライトの点灯状態を表す状態情報の項目には、値を変更するためのボタン３４４が
対応付けて表示される。ボタン３４４がユーザにより選択（タップ）されると、第１の通
信器３１は、ライトを点灯させる指示を蓄電池パック１に送信する。
【０１２９】
　なお、図１０に示す表示画面では、電動自転車の状態情報の項目及び状態情報の項目値
のみが表示されているが、電動自転車の状態情報の項目及び状態情報の項目値と、蓄電池
パックの状態情報の項目及び状態情報の項目値とが表示されてもよい。このとき、電動自
転車の状態情報の項目及び状態情報の項目値と、蓄電池パックの状態情報の項目及び状態
情報の項目値とは同一の表示画面に表示されてもよいし、異なる表示画面に表示されても
よい。
【０１３０】
　また、表示するためのプロファイル情報を情報端末３が取得するタイミングは、特に限
定されない。予め決められたタイミングで定期的にプロファイル要求を蓄電池パック１に
送信してもよく、蓄電池パックを示す情報が表示された場合に、プロファイル要求を蓄電
池パック１に送信してもよい。
【０１３１】
　続いて、本実施の形態１において、新たなプロファイル情報を蓄電池パック１に追加す
る処理について説明する。
【０１３２】
　図１１は、本実施の形態１において、新たなプロファイル情報を蓄電池パックに追加す
る処理について説明するための模式図である。
【０１３３】
　図１１に示すように、蓄電池パック１には、蓄電池パック、電動自転車及び冷蔵庫のプ
ロファイル情報が既に記憶されている。まず、情報端末３は、ネットワーク４を介して外
部サーバよりシニアカーのプロファイル情報を取得する。外部サーバは、新たなシニアカ
ーのプロファイル情報が定義された場合、新たなシニアカーのプロファイル情報を情報端
末３に送信する。そして、情報端末３は、取得したシニアカーのプロファイル情報を蓄電
池パック１に送信する。蓄電池パック１は、情報端末３によって送信されたシニアカーの
プロファイル情報を受信する。蓄電池パック１は、受信したシニアカーのプロファイル情
報を記憶する。これにより、新たなプロファイル情報が蓄電池パック１に追加される。な
お、本例においては、情報端末３を介して新たなプロファイル情報を蓄電池パックに追加
されたが、ネットワーク４を介して外部サーバより直接、新たなプロファイル情報を蓄電
池パックに追加してもよい。
【０１３４】
　図１２は、本実施の形態１において、新たなプロファイル情報を蓄電池パックに追加す
る処理について説明するためのフローチャートである。
【０１３５】
　まず、ステップＳ２１において、蓄電池パック１の第２の通信器１７は、情報端末３に
よって送信されたＮ個（Ｎは正の整数）の電気機器又は蓄電池パックの機器識別情報及び
プロファイル情報の組合せを受信する。
【０１３６】
　次に、ステップＳ２２において、制御器１２は、変数ｎに１を代入する。変数ｎは、プ
ロファイル情報の数を示す変数である。
【０１３７】
　次に、ステップＳ２３において、制御器１２は、受信したＮ個の機器識別情報及びプロ
ファイル情報の組合せのうち、ｎ番目のプロファイル情報を記憶器１３に保持しているか
否かを判断する。ここで、ｎ番目のプロファイル情報を保持していないと判断された場合
（ステップＳ２３でＮＯ）、ステップＳ２４において、制御器１２は、ｎ番目のプロファ
イル情報を記憶器１３に記憶する。
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【０１３８】
　一方、ｎ番目のプロファイル情報を保持していると判断された場合（ステップＳ２３で
ＹＥＳ）、ステップＳ２５において、制御器１２は、変数ｎがＮであるか否かを判断する
。ここで、変数ｎがＮであると判断された場合（ステップＳ２５でＹＥＳ）、処理を終了
する。
【０１３９】
　一方、変数ｎがＮではないと判断された場合（ステップＳ２５でＮＯ）、ステップＳ２
６において、制御器１２は、変数ｎを１だけインクリメントし、ステップＳ２３の処理へ
戻る。その後、制御器１２は、ｎ番目のプロファイル情報を記憶器１３に保持しているか
否かを判断する。
【０１４０】
　続いて、本実施の形態１において、プロファイル情報の一部を蓄電池パック１に追加す
る処理について説明する。
【０１４１】
　図１３は、本実施の形態１において、プロファイル情報の一部を蓄電池パックに追加す
る処理について説明するための模式図である。
【０１４２】
　図１３に示すように、蓄電池パック１には、蓄電池パック、電動自転車及び冷蔵庫のプ
ロファイル情報が既に記憶されている。まず、情報端末３は、ネットワーク４を介して外
部サーバより蓄電池パックのプロファイル情報を取得する。外部サーバは、新たな蓄電池
パックのプロファイル情報が定義された場合、新たな蓄電池パックのプロファイル情報を
情報端末３に送信する。そして、情報端末３は、取得した蓄電池パックのプロファイル情
報を蓄電池パック１に送信する。蓄電池パック１は、情報端末３によって送信された蓄電
池パックのプロファイル情報を受信する。蓄電池パック１は、受信した蓄電池パックのプ
ロファイル情報と、既に記憶されている蓄電池パックのプロファイル情報とを比較し、受
信したプロファイル情報の状態情報の項目のうち、既に記憶されているプロファイル情報
に含まれていない状態情報の項目を記憶する。これにより、プロファイル情報の一部が蓄
電池パック１に追加される。なお、本例においては、情報端末３を介して新たなプロファ
イル情報の一部が蓄電池パックに追加されたが、ネットワーク４を介して外部サーバより
直接、新たなプロファイル情報の一部を蓄電池パックに追加してもよい。
【０１４３】
　図１４は、蓄電池パックに記憶されている蓄電池パックのプロファイル情報の一例を示
す図であり、図１５は、新たな状態情報の項目が追加された蓄電池パックのプロファイル
情報の一例を示す図である。
【０１４４】
　図１４に示すように、蓄電池パック１のプロファイル情報は、「残量」、「異常フラグ
」及び「出力」の３つの状態情報の項目を有している。ここで、蓄電池パックのプロファ
イル情報が新たに更新され、「全容量」の状態情報の項目が追加された場合、情報端末３
は、外部サーバから取得した新たな蓄電池パックのプロファイル情報を蓄電池パック１に
送信する。蓄電池パック１は、新たな蓄電池パックのプロファイル情報を受信すると、受
信した蓄電池パックのプロファイル情報と、既に記憶されている蓄電池パックのプロファ
イル情報とを比較する。このとき、既に記憶されているプロファイル情報には、「全容量
」の状態情報の項目が含まれていないため、蓄電池パック１は、プロファイル情報に「全
容量」の状態情報の項目を追加する。これにより、図１５に示すように、蓄電池パック１
のプロファイル情報は、「残量」、「異常フラグ」、「出力」及び「全容量」の４つの状
態情報の項目を有することになる。
【０１４５】
　図１６は、本実施の形態１において、プロファイル情報の一部を蓄電池パックに追加す
る処理について説明するためのフローチャートである。
【０１４６】
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　まず、ステップＳ３１において、蓄電池パック１の第２の通信器１７は、情報端末３に
よって送信されたＮ個（Ｎは正の整数）の電気機器又は蓄電池パックの機器識別情報及び
プロファイル情報の組合せを受信する。
【０１４７】
　次に、ステップＳ３２において、制御器１２は、変数ｎに１を代入する。変数ｎは、プ
ロファイル情報の数を示す変数である。
【０１４８】
　次に、ステップＳ３３において、制御器１２は、受信したＮ個の機器識別情報及びプロ
ファイル情報の組合せのうち、ｎ番目のプロファイル情報を記憶器１３に保持しているか
否かを判断する。ここで、ｎ番目のプロファイル情報を保持していないと判断された場合
（ステップＳ３３でＮＯ）、ステップＳ３４において、制御器１２は、ｎ番目のプロファ
イル情報を記憶器１３に記憶し、ステップＳ４０の処理へ移行する。
【０１４９】
　一方、ｎ番目のプロファイル情報を保持していると判断された場合（ステップＳ３３で
ＹＥＳ）、ステップＳ３５において、制御器１２は、変数ｋに１を代入する。変数ｋは、
プロファイル情報に含まれる状態情報の項目の数を示す変数である。プロファイル情報は
、Ｋ個（Ｋは正の整数）の状態情報の項目を含む。
【０１５０】
　次に、ステップＳ３６において、制御器１２は、受信したｎ番目のプロファイル情報を
構成する状態情報の項目のうち、ｋ番目の状態情報の項目を記憶器１３に保持しているか
否かを判断する。ここで、ｋ番目の状態情報の項目を保持していないと判断された場合（
ステップＳ３６でＮＯ）、ステップＳ３７において、制御器１２は、ｋ番目の状態情報の
項目をｎ番目のプロファイル情報に追加する。
【０１５１】
　一方、ｋ番目の状態情報の項目を保持していると判断された場合（ステップＳ３６でＹ
ＥＳ）、ステップＳ３８において、制御器１２は、変数ｋがＫあるか否かを判断する。こ
こで、変数ｋがＫではないと判断された場合（ステップＳ３８でＮＯ）、ステップＳ３９
において、制御器１２は、変数ｋを１だけインクリメントし、ステップＳ３６の処理へ戻
る。その後、制御器１２は、ｋ番目の状態情報の項目を記憶器１３に保持しているか否か
を判断する。
【０１５２】
　一方、変数ｋがＫであると判断された場合（ステップＳ３８でＹＥＳ）、ステップＳ４
０において、制御器１２は、変数ｎがＮであるか否かを判断する。ここで、変数ｎがＮで
あると判断された場合（ステップＳ４０でＹＥＳ）、処理を終了する。
【０１５３】
　一方、変数ｎがＮではないと判断された場合（ステップＳ４０でＮＯ）、ステップＳ４
１において、制御器１２は、変数ｎを１だけインクリメントし、ステップＳ３３の処理へ
戻る。その後、制御器１２は、ｎ番目のプロファイル情報を記憶器１３に保持しているか
否かを判断する。
【０１５４】
　（実施の形態２）
　実施の形態１では、情報端末３が外部のネットワーク４に接続しており、蓄電池パック
１は外部のネットワーク４に接続していない。これに対し、実施の形態２では、蓄電池パ
ック１は外部のネットワーク４に通信可能に接続される。
【０１５５】
　図１７は、本実施の形態２における情報処理システムの構成を示す図である。図１７に
示す情報処理システムは、蓄電池パック１’、電気機器２及び情報端末３’を備える。な
お、本実施の形態２において、実施の形態１と同じ構成については同じ符号を付し、説明
を省略する。
【０１５６】
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　蓄電池パック１’は、種別の異なる複数の電気機器２に接続可能であり、接続された電
気機器２に給電する。また、蓄電池パック１’は、例えば携帯電話通信網又はインターネ
ットなどの外部のネットワーク４を介してサーバ等の外部の情報機器に接続される。
【０１５７】
　情報端末３’は、例えば、スマートフォン、パーソナルコンピュータ、タブレット型コ
ンピュータ、又は携帯電話機などである。情報端末３’は、例えば無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａ
ｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、近距離無線通信（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕ
ｎｉｃａｔｉｏｎ）又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈを介して蓄電池パック１’に接続される。な
お、情報端末３’は、蓄電池パック１’と有線により接続されてもよい。
【０１５８】
　また、本実施の形態２では、情報端末３’が外部のネットワーク４に接続されていない
が、本開示は特にこれに限定されず、情報端末３’も外部のネットワーク４に接続されて
もよい。
【０１５９】
　図１８は、本実施の形態２における蓄電池パック、電気機器及び情報端末の構成を示す
ブロック図である。
【０１６０】
　図１８に示す蓄電池パック１’は、二次電池１１、制御器１２、記憶器１３、特定器１
４、接続器１５、第１の通信器１６、第２の通信器１７及び第３の通信器１８を備える。
図１８に示す蓄電池パック１’が図２に示す蓄電池パック１と異なる点は、第３の通信器
１８を備えている点である。第３の通信器１８は、本開示の第３の通信器の一例である。
【０１６１】
　第３の通信器１８は、外部のネットワーク４を介してサーバ等の外部の情報機器（不図
示）と通信する。第３の通信器１８は、有線又は無線により外部の情報機器と通信する。
第３の通信器１８は、蓄電池パック１’に記憶されている電気機器２のプロファイル情報
を外部の情報機器に送信する。また、第３の通信器１８は、蓄電池パック１’に記憶され
ている蓄電池パック１’のプロファイル情報をサーバ等の外部の情報機器に送信してもよ
い。また、第３の通信器１８は、蓄電池パック１’に記憶されている電気機器２の状態情
報の項目値を外部の情報機器に送信してもよい。なお、第３の通信器１８は、第２の通信
器に兼用されてもよい。
【０１６２】
　また、第３の通信器１８は、外部のネットワーク４を介して外部の情報機器から、新た
な電気機器又は蓄電池パックのプロファイル情報を受信してもよい。
【０１６３】
　図１８に示す情報端末３’は、第１の通信器３１、指示受付器３２、制御器３３及び表
示器３４を備える。図１８に示す情報端末３’が図２に示す情報端末３と異なる点は、第
２の通信器３５を備えていない点である。
【０１６４】
　なお、本実施の形態２における情報処理システムのプロファイル情報を送信する動作は
、実施の形態１における情報処理システムのプロファイル情報を送信する動作と同じであ
る。
【０１６５】
　続いて、本実施の形態２において、新たなプロファイル情報を蓄電池パック１’に追加
する処理について説明する。
【０１６６】
　図１９は、本実施の形態２において、新たなプロファイル情報を蓄電池パックに追加す
る処理について説明するための模式図である。実施の形態１では、蓄電池パック１が情報
端末３’を介して新たなプロファイル情報を受信しているが、実施の形態２では、蓄電池
パック１’は、情報端末３’を介さずに、直接外部の情報機器から新たなプロファイル情
報を受信している。
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　図１９に示すように、蓄電池パック１’には、蓄電池パック、電動自転車及び冷蔵庫の
プロファイル情報が既に記憶されている。まず、蓄電池パック１’は、ネットワーク４を
介して外部サーバよりシニアカーのプロファイル情報を取得する。外部サーバは、新たな
シニアカーのプロファイル情報が定義された場合、新たなシニアカーのプロファイル情報
を蓄電池パック１’に送信する。蓄電池パック１’は、外部サーバによって送信されたシ
ニアカーのプロファイル情報を受信する。蓄電池パック１’は、受信したシニアカーのプ
ロファイル情報を記憶する。これにより、新たなプロファイル情報が蓄電池パック１’に
追加される。
【０１６８】
　なお、本実施の形態の変形例において、情報端末３’が第２の通信器３５を備え、情報
端末３’は蓄電池パックを介さず、サーバ等の外部の情報機器から、外部の情報機器に保
持された電気機器のプロファイル情報、電気機器の状態情報の項目値を取得し、この取得
した情報に基づきディスプレイに表示してもよい。このとき、情報端末３’は蓄電池パッ
クを介さず、サーバ等の外部の情報機器から、外部の情報機器に保持された蓄電池パック
のプロファイル情報、蓄電池パックの状態情報の項目値を取得し、この取得した情報に基
づきディスプレイに表示してもよい。また、本変形例において、情報端末３’は、第１の
通信器３１を備えても備えなくてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１６９】
　本開示に係る蓄電池パック、蓄電池パックの制御方法は、電気機器が外部の情報機器と
通信する機能を有していない場合であっても、蓄電池パックを介して電気機器の情報を外
部の情報機器に送信することができる。
【符号の説明】
【０１７０】
　１　　蓄電池パック
　２　　電気機器
　３　　情報端末
　４　　ネットワーク
　１１　　二次電池
　１２　　制御器
　１３　　記憶器
　１４　　特定器
　１５　　接続器
　１６　　第１の通信器
　１７　　第２の通信器
　１８　　第３の通信器
　２１　　接続器
　２２　　記憶器
　２３　　制御器
　２４　　通信器
　３１　　第１の通信器
　３２　　指示受付器
　３３　　制御器
　３４　　表示器
　３５　　第２の通信器
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